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津
軽
阿
闇
羅
山
周
辺
の
宗
教
遺
跡

関
根
達
人

Ⅲ
霊
峰
阿
闇
羅
山

青
森
と
秋
田
と
の
県
境
､
柴
森
山
付
近
を
源
と
す
る
平
川
が
津
軽
平
野
南
部
の
弘
前
盆
地
へ
流
れ
出
る
辺
り
に
､
津
軽
の
霊
峰
阿
闇
羅

山
は
位
置
し
'
晴
れ
た
日
に
は
山
頂
か
ら
津
軽
平
野
が
一
望
で
き
る
｡
標
高
七
〇
九

m
の
峰
を
持
ち
'
五
〇
〇
～
六
〇
〇
m
の
台
地
状
の

仙
体
を
呈
す
る
阿
闇
羅
山
は
､
今
日
で
こ
そ
大
鰐
ス
キ
I
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
､
そ
の
名
が
不
動
明
王
を
指
す
発
語
の
｢
ア

チ
ャ
ラ
｣
に
由
来
す
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
､
近
世
以
前
に
お
い
て
は
信
仰
の
山
で
あ
っ
た
｡
阿
闇
羅
山
に
は
｢大
安
国
寺
｣や
｢阿

闇
羅
千
坊
｣
の
伝
説
が
残
り
､
か
つ
て
は
山
頂
付
近
に
礎
石
ら
し
き
も
の
も
存
在
し
て
い
た
と
い
う
が
(『大
鰐
町
史
』上
巻
二
一
五
貢
)､
ゴ
ル

フ
場
や
ス
キ
ー
場
の
開
発
が
進
ん
だ
た
め
'今
日
､中
世
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
宗
教
施
設
の
痕
跡
を
確
認
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
と
な
っ

た
｡
し
か
し
山
頂
近
-
の
｢行
者
｣
や
｢小
十
和
田
｣､
｢両
地
｣と
い
っ
た
水
源
地
に
残
る
詞
な
ど
､
江
戸
時
代
'
修
験
者
に
よ
る
山
岳
修
行

が
行
わ
れ
て
い
た
痕
跡
が
残
る
｡

阿
闇
羅
山
の
東
側
､
平
川
に
沿
っ
て
走
る
国
道
七
号
線
は
､
江
戸
時
代
の
羽
州
街
道
で
あ
り
､
十

一
世
紀
'
北
奥
建
郡
の
主
要
ル
ー
ト

と
な
っ
た
｢奥
大
道
｣
と
も
重
な
る
｡
阿
闇
羅
山
の
北
側
､
比
内
郡
か
ら
矢
立
峠
を
越
え
て
き
た
｢奥
大
道
｣
が
津
軽
平
野
に
さ
し
か
か
る
そ

の
人
口
付
近
に
は
'
現
在
も
｢宿
川
原
｣
の
地
名
が
残
る
｡
中
世
､
交
通
の
要
衝
宿
川
原
は
'
平
賀
郡
の
文
化
的

･
宗
教
的
中
心
地
で
あ
っ
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た
と
目
さ
れ
て
い
る
[斉
藤

一
九
八
六
]｡

阿
闇
羅
山
周
辺
は
､
古
代
末
か
ら
中
世
の
遺
跡

･
石
造
物

･
伝
説
が
津
軽
地
方
で
最
も
濃
密
な
地
域
と
い
え
る
(第
1
図
)｡
以
下
､
阿

闇
羅
山
周
辺
の
代
表
的
な
宗
教
関
連
遺
跡
を
紹
介
し
､
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
｡

②高
伯
寺
跡

大
鰐
町
蔵
館
字
神
岡
に
旧
跡
を
留
め
る
高
伯
寺
は
､
後
白
河
院
の
発
願
に
よ
り
全
国
に
建
て
ら
れ
た
国
分
寺
に
由
来
し
､
建
久
二
年

(
二

九
二
､
天
台
僧
円
智
上
人
に
よ
っ
て
神
岡
山
に
再
興
さ
れ
た
と
の
伝
承
を
有
す
る
(『津
軽
一
統
志
』)｡
現
在
寺
跡
に
は
安
山
岩
と
思

わ
れ
る
川
原
石
の
礎
石
が
残
り
､
佐
々
木
浩

一
に
よ
り
桁
行
五
間
(
一
六
m
)､
梁
間
五
間
か
ら
な
る
仏
堂
｢五
間
堂
｣
の
復
元
案
が
提
示
さ

れ
て
い
る
(第
2
図
)
[佐
々
木
二
〇
〇
三
]｡
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
､
寺
跡
の
年
代
は
確
定
で
き
て
い
な
い
｡
現
在
､
大
鰐
町

蔵
館
の
大
円
寺
に
あ
る
丈
六
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
(重
要
文
化
財
)は
､
地
元
で
は
古
-
か
ら
｢大
日
様
｣
と
し
て
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
き

た
が
､
江
戸
時
代
ま
で
は
｢五
間
堂
｣
の
跡
が
残
る
旧
高
伯
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
｡
こ
の
像
は
､
地
元
産
と
思
わ
れ
る
ヒ
バ
材
に

よ
る
寄
せ
木
造
り
で
､
定
朝
様
式
を
基
本
と
し
､
鎌
倉
初
期
の
制
作
と
さ
れ
る
(第
3
図
)
[大
鰐
町

一
九
九
二
｡
大
円
寺
の
阿
弥
陀
如
来
座

像
が
稚
ら
れ
て
い
た
旧
大
日
堂
は
'
明
治
初
年
に
本
尊
と
と
も
に
高
伯
寺
よ
り
現
在
地
に
移
さ
れ
た
と
い
う
が
､
高
伯
寺
跡
に
残
る
礎
石

と
は
間
取
り

･
規
模
が

一
致
し
な
い
｡
旧
大
日
堂
は
､
度
重
な
る
改
修
を
受
け
て
は
い
る
が
'
｢慶
安
四
年
｣銘
を
有
す
る
屋
上
の
宝
珠

や
'
大
円
寺
に
伝
わ
る
元
禄
十
五
年
二
七
〇
二
)八
月
吉
祥
日
大
円
寺
慶
海
法
印
名
の
あ
る
『真
言
行
人
縁
起
』
の
記
述
か
ら
､
慶
安
三
･四

年
二
六
五
〇
･五
一
)'
弘
前
藩
三
代
藩
主
津
軽
信
義
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
高
伯
寺
跡
に
残
る
礎
石
建
物
跡
は
､
現
存
す

る
旧
大
日
堂
に
先
行
す
る
高
伯
寺
の
本
堂
で
あ
り
､
中
世
初
頭
に
遡
る
可
能
性
が
大
き
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡
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津軽阿闇羅山周辺の宗教遺跡

0 5l_･- - 1kn

I.高伯寺跡 2.堂ケ平経塚 3.乳井福王寺跡

4.三ツ目内阿弥陀堂跡板碑群 5.岩館五輪堂跡板碑群

6.大円寺 7.久渡寺 8.国上寺(古懸不動尊)9.矢立廃寺

第 1図 阿闇羅山周辺の宗教関連遺跡と寺院
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第 2図 大鰐町高伯寺跡の礎石配置と推定される建物の内部構造
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第 3図 大鰐町大円寺の重要文化財阿弥陀如来座像の法量と構造
(『大鰐町史』上巻より転載)
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㈲堂
ケ
平
経
塚

堂
ケ
平
経
塚
は
､
弘
前
市
の
中
心
か
ら
南
方
約
八
血
'
標
高
約
五

〇
〇
m
の
堂
ケ
平
山
北
側
中
腹
に
位
置
す
る
.
弘
南
鉄
道
大
鰐
線
津

軽
大
沢
駅
か
ら
は
'
南
に
お
よ
そ
三
B
t
大
沢
川
に
沿
っ
て
沢
を
遡
っ
た
先
に
あ
た
る
｡
経
塚
は
､
堂
ケ
平
山
か
ら
北
へ
張
り
出
し
た
尾

根
平
坦
面
の
突
端
に
築
か
れ
て
お
り
､
周
囲
の
標
高
は
二
六
五

m
程
度
で
あ
る
(第
4
図
二

関
根

二
〇
〇
三
]｡
経
塚
の
あ
る
場
所
は
'
尾
根

上
平
坦
面
の
北
東
端
で
'
平
坦
面
の
な
か
で
は
最
も
高
位
の
場
所
で
あ
る
｡
現
在
'
経
塚
の
上
に
は
二
間
四
方
の
観
音
堂
が
建
っ
て
い
る
｡

観
音
堂
は
'
直
径
約
六

m
の
円
形
な
い
し
隅
丸
方
形
で
､
高
さ
約

〇
･五

m
の
マ
ウ
ン
ド
の
上
に
あ
る
｡
マ
ウ
ン
ド
の
表
面
に
は
握
り
拳

大
か
ら
人
頭
大
の
川
原
石
が
多
数
露
出
し
て
い
る
｡
昭
和
三
七
年
'
観
音
堂
の
修
理
中
に
地
元
大
沢
に
住
む
大
工
の
小
田
桐
清
氏
に
よ
っ

て
'
観
音
堂
の
土
台
石
の
下
か
ら
珠
洲
焼
の
壷
が
発
見
さ
れ
た
｡
土
台
石
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
は
実
は
珠
洲
焼
壷
の
蓋
石
で
あ
り
'

弘
前
市
南
部
か
ら
大
鰐

･
平
賀
地
域
の
中
世
の
板
碑
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
火
砕
流
凝
灰
岩
(通
称
｢鯖
石
｣)が
用
い
ら
れ
て
い
た
｡
発
見

時
か
ら
'
壷
の
中
に
は
火
葬
骨
や
焼
土

･
灰
な
ど
は

一
切
見
当
た
ら
ず
'
現
状
で
壷
の
内
側
を
観
察
す
る
限
り
に
お
い
て
も
'
蔵
骨
器
と

し
て
用
い
ら
れ
た
痕
跡
は
全
-
認
め
ら
れ
な
い
｡
経
巻
こ
そ
残
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
'
珠
洲
焼
壷
は
経
容
器
の
可
能
性
が
極
め
て
高

い
｡
こ
の
壷
は
紐
叩
成
形
技
法
に
よ
る
中
壷
で
'
外
面
の
一
部
に
車
輪
文
も
し
-
は
菊
花
文
と
思
わ
れ
る
装
飾
叩
打
文
を
有
す
る
(第
5
図
)

[関
根

二
〇
〇
三
]｡
こ
の
叩
中
壷
は
'
そ
の
特
徴
か
ら
'
珠
洲
焼
吉
岡
編
年
Ⅰ
期
の
中
で
も
終
末
に
近
-
､
十
二
世
紀
第
4
四
半
期
の
製

作
と
考
え
ら
れ
る
｡

経
塚
の
あ
る
尾
根
平
坦
面
の
南
東
斜
面
に
は
明
ら
か
に
人
為
的
に
作
-
出
さ
れ
た
平
場
が
あ
り
､
そ
の
下
方
に
は
毘
沙
門
堂
を
中
心
に
'

淡
島
社
'
弁
天
堂
'
山
神
堂
な
ど
の
社
殿
お
よ
び
そ
れ
に
付
随
す
る
池
が
点
在
す
る
広
い
平
坦
面
が
存
在
す
る
｡
社
殿
群
の
南
側
隣
接
地

か
ら
は
'
｢桂
清
水
｣
(昭
和
六
三
年
に
｢私
た
ち
の
名
水
｣と
し
て
県
の
指
定
)
の
名
で
知
ら
れ
る
水
が
湧
き
だ
し
て
い
る
｡
ま
た
'
毘
沙
門
堂
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第 4図 弘前市堂ケ平経塚周辺の宗教施設
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第 5図 堂ケ平経塚出土珠洲焼経容器
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の
南
､
斜
面
上
方
に
位
置
す
る
市
指
定
天
然
記
念
物
｢燈
明
杉
｣
は
､
根
周
約

二
二
･五

m
､
幹
周
約
六
･六
m
､
高
さ
約
三
三

m
の
巨
木
で
'

樹
齢
は
約
七
百
年
と
推
定
さ
れ
て
い
る
｡
｢燈
明
杉
｣
の
名
は
'
年
に
四
回
定
ま
っ
た
日
に
天
か
ら
こ
の
木
に
燈
明
が
降
り
光
を
放
つ
と
の

言
い
伝
え
に
由
来
し
､
地
元
で
は
そ
の
際
の
｢燈
明
｣
の
具
合
に
よ
り
作
物
の
豊
凶
や
家
内
の
吉
凶
を
占
っ
た
と
い
う
｡
小
舘
衷
三
は
､
堂

ケ
平
を
古
い
修
験
の
地
と
L
t
｢
こ
こ
を
中
心
に
西
に
久
渡
寺
の
観
音
､
南
西
に
阿
闇
岸
の
不
動
､
東
に
乳
井
の
毘
沙
門
が
あ
り
､
尾
根
伝
い
､

峠
道
の
上
り
下
り
は
修
行
道
で
あ
っ
た
ら
し
い
｣
と
述
べ
て
い
る
[小
舘

一
九
八
六
]｡
堂
ケ
平
経
塚
の
南
東
斜
面
下
方
に
連
な
る
平
場
に
は
､

前
述
の
よ
う
に
現
在
も
毘
沙
門
堂
を
は
じ
め
と
す
る
数
多
-
の
社
殿
､
清
水
'
古
木
が
残
さ
れ
て
い
る
が
､
｢桂
清
水
｣
に
関
し
て
は
'
岩

手
県
二
戸
郡
浄
法
寺
町
の
天
台
寺
に
共
通
す
る
｡
天
台
寺
同
様
､･堂
ケ
平
の
地
に
お
い
て
も
､
水
神
や
山
の
霊
'
古
木
に
依
る
神
に
対
す

る
在
来
の
信
仰
を
基
礎
に
'
仏
教
信
仰
が
展
開
し
た
の
で
あ
ろ
う
｡
地
元
で
は
'
江
戸
時
代
こ
の
場
所
に
市
応
山
金
光
寺
と
い
う
寺
院
が

あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
､
寺
の
創
建
年
代
な
ど
詳
細
は
不
明
で
あ
る
｡
今
後
､
経
塚
周
辺
の
測
量
や
発
掘
調
査
に
よ
る
検
証
を
必

要
と
す
る
が
､
経
塚
と
の
位
置
関
係
か
ら
見
て
､
経
塚
が
造
ら
れ
た
時
期
'
す
な
わ
ち
十
二
世
紀
末
葉
に
､
す
で
に
こ
の
場
所
に
天
台
系

の
密
教
に
関
連
し
た
大
規
模
な
宗
教
施
設
が
存
在
し
た
可
能
性
は
高
い
と
推
測
さ
れ
よ
う
｡

㈲乳
井
福
王
寺

堂
ケ
平
経
塚
か
ら
北
東
へ
五
血
'
現
在
の
乳
井
神
社
付
近
に
あ
っ
た
乳
井
福
王
寺
は
承
暦
二
年
二
〇
七
八
)､
白
河
天
皇
が
｢東
夷
調
伏
｣

の
た
め
昆
沙
門
天
を
安
置
し
勅
願
に
よ
っ
て
開
い
た
｢東
奥
無
双
ノ
霊
場
｣
と
さ
れ
る
(『津
軽
一
統
志
㌔

ま
た
､
熊
野
系
の
修
験
寺
で
あ
っ

た
福
王
寺
を
再
興
し
た
と
さ
れ
る
十

一
代
社
務
養
寛
は
､
甲
斐
国
か
ら
十
二
坊
衆
徒
を
引
き
連
れ
て
来
住
し
､
平
川
流
域
高
二
千
石
の

土
地
を
開
墾
し
た
と
の
伝
承
を
有
す
る
(『新
撰
陸
奥
国
誌
』巻
第
二
一
)｡
福
王
寺
は
当
初
'
乳
井
字
古
堂
に
あ
っ
た
と
さ
れ
､
現
在
の
上
乳

井
集
落
の
場
所
に
は
地
蔵
堂

･
南
蔵
坊
な
ど
の
堂
塔
が
あ
っ
た
と
い
う
｡
福
王
寺
の
名
は
貞
応
二
年
(
二
三
三
)
の
｢僧
栄
秀
寄
進
状
｣
(岩
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大
新
渡
戸
家
文
書
)以
降
'
史
料
の
な
か
に
も
散
見
さ
れ
､
乳
井
神
社
周
辺
に
は
､
鎌
倉
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
大
型
の
五
輪
塔
や
'

正
安
三
年
(
二
二
〇
一
)を
最
古
と
す
る
二
四
基
も
の
板
碑
が
残
さ
れ
て
い
る
他
､
昭
和
三
二
年
､
至
大
通
質
(
二
三

〇
年
初
鋳
)を
最
新
銭

と
す
る
五
四
六
四
枚
の
埋
蔵
銭
も
発
見
さ
れ
て
い
る
[成
田

一
九
三
八
]｡

㈲
三
ツ
目
内

｢阿
弥
陀
堂
跡
｣
な
ら
び
に
岩
館
｢五
輪
堂
跡
｣
の
板
碑
群

阿
閣
羅
山
の
北
麓
､
平
川
と
三
ツ
目
内
川
の
合
流
点
に
近
い
大
鰐
町
三
ツ
目
内
字
富
岡
の
｢阿
弥
陀
堂
跡
｣
に
は
､
周
辺
か
ら
十
数
基
の

板
碑
が
集
め
ら
れ
て
い
る
｡
年
号
の
判
明
す
る
も
の
は
､
正
応
二
年
(
二
一八
九
)
の
一
基
を
最
古
に
､
正
応
四
年
二
二
九
一
)が
二
基
､
正

応
六
年
二
二
九
三
)が

1
基
､
正
安
四
年
(
1
三
〇
二
)が

1
基
と
'
十
三
世
紀
末
か
ら
十
四
世
紀
初
頭
に
集
中
す
る
｡
正
応
四
年
銘
の
板
棉

に
そ
の
名
が
刻
ま
れ
た
西
心
は
､
後
述
す
る
平
賀
郷
の
地
頭
代
曾
我
虞
忠
の
子
息
で
､
平
賀
本
郷
岩
楯
村
の
地
頭
代
で
あ
っ
た
曾
我
五
郎

次
郎
惟
重
の
法
名
で
あ
る
｡
こ
の
場
所
は
中
世
の
寺
院
跡
と
伝
え
ら
れ
る
が
､
平
川
を
挟
ん
で
宿
川
原
と
近
接
し
て
お
り
'
宿
川
原
の
構

成
要
素
の
一
つ
と
い
え
る
｡

福
王
寺
の
あ
っ
た
乳
井
か
ら
北
西
へ
約
二
血
､
中
世
平
賀
郷
の
地
頭
代
曾
我
氏
が
拠
点
と
し
た
平
川
市
岩
館
の
｢五
輪
堂
跡
｣
に
は
五
基

の
板
碑
が
残
さ
れ
て
お
り
､
う
ち
三
基
に
は
十
四
世
紀
前
半
の
年
号
が
刻
ま
れ
て
い
る
｡
史
料
上
､
曾
我
氏
が
北
条
氏
の
地
頭
代
と
し
て

平
賀
郡
に
入
部
し
た
の
を
確
認
で
き
る
の
は
'
｢北
条
義
時
袖
判
下
文
｣
(新
渡
戸
家
文
書
)
で
あ
り
､
そ
れ
は
建
保
七
年
(
一
二
二
九
)､
曾
我

虞
忠
の
時
の
こ
と
で
あ
る
｡

｢阿
弥
陀
堂
跡
｣や
｢五
輪
堂
跡
｣
に
残
る
板
碑
群
は
'
阿
閣
羅
山
の
北
側
'
津
軽
平
野
の
喉
元
に
あ
た
る
こ
の
エ
リ
ア
が
､
十
三
世
紀
以

降
､
得
宗
北
条
氏
と
被
官
関
係
を
結
ん
だ
地
頭
代
津
軽
曾
我
氏
が
治
め
る
中
世
平
賀
郡
の
中
心
地
に
な
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
｡
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㈲

阿
闇
羅
山
信
仰
と
津
軽
の
｢内
国
化
｣

平
川
市
(旧
南
津
軽
郡
平
賀
町
)鳥
海
山
遺
跡
出
土
の
｢大
俳
｣
の
文
字
を
刻
ん
だ
須
恵
器
坪
や
'
青
森
市
細
越
遺
跡
･同
朝
日
山
(-
)遺
跡
･

つ
が
る
市
(旧
木
造
町
)石
上
神
社
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
｢寺
｣
の
墨
書
を
有
す
る
土
師
器
坪
な
ど
の
考
古
資
料
か
ら
､
津
軽
地
方
に
は
､
集

落
が
爆
発
的
に
増
加
す
る
九
世
紀
末
か
ら
十
世
紀
中
頃
に
､
仏
教
文
化
の
第

一
波
が
到
達
し
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

こ
れ
に
続
-
所
謂
｢防
御
性
集
落
｣
が
盛
ん
に
営
ま
れ
た
十
世
紀
後
半
か
ら
十

一
世
紀
に
は
'
鉄
製
の
錫
杖
や
鏡
鈴
な
ど
修
験
と
の
関
連

性
を
示
唆
す
る
遺
物
が
出
土
す
る
よ
う
に
な
る
が
'
そ
の
分
布
は
'
南
津
軽
郡
か
ら
青
森
市
に
い
た
る
津
軽
平
野
の
東
半
部
に
偏
る
｡
そ

れ
は
'
平
賀

･
田
舎

･
山
辺
を
通
り
'
外
浜
へ
抜
け
る
当
時
の
主
要
幹
線
道
沿
い
の
地
域
で
あ
る
｡
例
え
ば
､
阿
闇
羅
山
の
東
麓
､
大
鰐

町
長
峰
の
砂
沢
平
遺
跡
第
13
B
号
竪
穴
住
居
跡
か
ら
は
､

一
〇
点
程
の
木
製
椀
と
と
も
に
鉄
製
三
鈷
鏡
や
錫
杖
状
鉄
製
品
が
､
阿
闇
羅
山

と
は
関
係
の
深
い
猿
賀
神
宮
寺
近
-
の
平
川
市
(旧
尾
上
町
)猿
賀
字
明
堂
の
五
輪
野
遺
跡
で
は
､
鉄
製
三
鈷
鏡
や
鉄
製
の
長
柄
に
鋼
製
の

炉
が
付
-
柄
香
炉
が
出
土
し
て
い
る
｡
鏡
は
法
会
に
用
い
る
楽
器
の
一
種
で
､
通
常
銅
製
で
あ
る
｡
鉄
で
作
ら
れ
た
も
の
は
'
こ
れ
ま
で

の
と
こ
ろ
他
に
栃
木
県
日
光
市
中
宮
両
に
所
在
す
る
男
体
山
山
頂
遺
跡
出
土
事
例
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
｡
男
体
山
は
勝
道
上
人
開
山

の
霊
山
で
あ
り
､
山
頂
に
営
ま
れ
た
遺
跡
は
'
仏
教
色
の
強
い
山
岳
信
仰
に
基
づ
-
祭
租
遺
跡
で
あ
る
.
日
光
男
体
山
山
頂
遺
跡
に
類
例

を
求
め
る
よ
う
な
遺
物
が
阿
闇
羅
山
周
辺
の
遺
跡
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
'
阿
闇
羅
山
が
平
安
時
代
後
期
に
は
山
岳
信
仰
の
霊
場
で
あ
っ
た

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
｡

阿
闇
羅
山
の
南
方
'
矢
立
峠
を
越
え
た
秋
田
県
大
館
市
白
沢
に
は
､
豊
富
な
カ
ワ
ラ
ケ
や
白
磁
四
耳
壷
の
出
土
か
ら
平
泉
と
の
関
係
が

指
摘
さ
れ
る
'
十
二
世
紀
後
半
の
礎
石
建
物
跡
が
検
出
さ
れ
た
矢
立
廃
寺
が
あ
る
｡
阿
闇
羅
山
周
辺
に
残
る
宗
教
遺
跡
の
う
ち
､
十
二
世

紀
末
に
営
ま
れ
た
堂
ケ
平
経
塚
や
高
伯
寺
は
'
お
そ
ら
-
阿
闇
羅
山

･
失
立
峠
を
は
さ
ん
で
対
崎
す
る
矢
立
廃
寺
同
様
､
平
泉
政
権
と
の
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関
わ
り
な
し
に
は
存
立
し
得
な
い
も
の
で
あ
り
'
そ
れ
ら
は
津
軽
地
方
の
｢内
国
化
｣

に
お
い
て
｢北
門
鎮
護
｣的
役
割
を
担
っ
た
記
念
物
と

位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
｡

津
軽
で
は
中
世
陶
器
窯
跡
が
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
'
出
土
す
る
須
恵
器
系
陶
器
も
基
本
的
に
珠
洲
焼
の
範
噂
で
理
解
さ
れ
る
｡
津
軽
地

方
か
ら
出
土
す
る
Ⅰ
期
の
珠
洲
焼
は
数
量
的
に
限
ら
れ
る
が
､
経
容
器
と
し
て
用
い
ら
れ
た
堂
ケ
平
の
叩
中
東
や
西
津
軽
郡
鯵
ヶ
沢
町
赤

(-)

石
出
土
の
経
筒
の
他
'
蔵
骨
器
と
し
て
使
わ
れ
た
四
耳
壷
が
特
徴
的
で
あ
る
｡
十
二
世
紀
後
半
､
経
筒
や
蔵
骨
器
と
い
っ
た
宗
教
用
具
を

中
心
と
す
る
珠
洲
焼
が
ど
の
よ
う
な
経
路
で
津
軽
地
方
に
入
っ
て
来
た
の
か
確
定
で
き
て
は
い
な
い
｡
し
か
し
､
米
代
川

･
雄
物
川
水
系

を
軸
と
す
る
羽
後
北
部
を
中
心
に
エ
ヒ
バ
チ
長
根
窯
の
製
品
が
分
布
す
る
状
況
か
ら
見
て
､
能
代
で
陸
揚
げ
さ
れ
た
も
の
が
陸
路
比
内
地

方
を
通
り
矢
立
峠
を
越
え
て
運
ば
れ
て
き
た
可
能
性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
｡
ま
た
､
八
重
樫
患
部
が
指
摘
す
る
よ
う
に
､
｢平
泉
セ
ッ
ト
｣

は
十
三
湊
よ
り
も
陸
奥
湾
側
に
多
-
[八
重
樫
二
〇
〇
二
､
外
浜
に
位
置
す
る
内
真
部
遺
跡
や
､
津
軽
平
野
か
ら
外
浜
へ
抜
け
る
要
衝
に
当

た
る
浪
岡
城
跡
内
館
(｢浪
岡
館
｣)
で
は
'
｢平
泉
セ
ッ
ト
｣と
と
も
に
Ⅰ
期
の
珠
洲
焼
が
出
土
し
て
い
る
｡
津
軽
平
野
か
ら
出
土
す
る
-
期

の
珠
洲
焼
は
'
主
と
し
て
外
浜
で
陸
揚
げ
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡

阿
闇
羅
山
に
は
'
高
伯
寺
を
は
じ
め
'
古
懸
不
動
尊
の
名
で
知
ら
れ
る
碇
ヶ
関
村
の
国
上
寺
や
'
津
軽
に
お
け
る
観
音
信
仰
の
中
心
地

で
あ
る
弘
前
市
小
沢
の
久
渡
寺
の
前
身
と
な
る
寺
院
が
存
在
し
て
い
た
と
の
伝
承
が
あ
る
｡
現
在
天
台
寺
の
本
尊
と
し
て
租
ら
れ
て
い
る

菩
薩
形
座
像
同
様
､
高
伯
寺
の
阿
弥
陀
如
来
座
像
が
､
そ
の
像
容
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
人
々
か
ら
大
日
様
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
た
点
を

(2
)

重
視
す
れ
ば
'
十

一
世
紀
頃
か
ら
岩
手
県
浄
法
寺
町
の
天
台
寺
､
同
安
代
町
の
｢だ
ん
び
る
長
者
伝
説
｣地
､
秋
田
県
鹿
角
市
の
大
日
霊
貴

神
社
､
比
内
町
独
鈷
大
日
堂
を
結
ぶ
地
域
に
展
開
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
大
日
信
仰
が
こ
の
地
に
も
到
達
し
､
山
岳
信
仰
と
と
も

に
阿
闇
羅
山
信
仰
の
古
層
を
な
し
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
｡
高
橋
富
雄
は
､
｢大
日
道
｣
が
天
台
寺
を
発
し
津
軽
街
道
沿
い
に
岩

木
川
河
口
の
十
三
湊
へ
通
じ
て
い
た
と
説
-
が
[高
橋

一
九
八
二
]､
鉄
製
の
錫
杖
や
鏡
鈴
な
ど
仏
教
関
連
遺
物
の
分
布
状
況
を
見
る
限
り
､

276



津軽阿閣羅山周辺の宗教遺跡

十
世
紀
後
半
か
ら
十

一
世
紀
､
｢布
教
の
道
｣
は
'
岩
木
川
沿
い
に
進
む
の
で
は
な
-
､
阿
闇
羅
山
の
麓
か
ら
津
軽
平
野
の
東
縁
部
を
通
り

外
浜
に
抜
け
て
い
る
｡
こ
の
地
域
の
蝦
夷
社
会
が
物
心
両
面
で
｢内
国
化
す
る
(古
れ
る
)｣過
程
で
､
す
で
に
内
国
化
し
た
地
域
と
の
接
点

に
位
置
し
､
津
軽
平
野
か
ら
外
浜
ま
で
を

一
望
で
き
る
阿
閣
羅
山
は
､
津
軽
地
方
の
蝦
夷
社
会
に
向
か
っ
て
宗
教
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

す
る
の
に
格
好
の
霊
地
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡
今
後
､
阿
闇
羅
山
周
辺
の
考
古
学
的
調
査
が
進
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
｡

註

(-
)

珠
洲
焼
の
四
耳
壷
が
蔵
骨
器
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
例
は
､
青
森
市
(旧
浪
岡
町
)源
常
平
遺
跡
､
平
川
市
(旧
平
賀
町
)杉
館
跡
､
田
舎
館
村
樋
口
(-
)

遺
跡
な
ど
で
確
認
さ
れ
る
｡

(2
)
貧
し
い
夫
婦
が
蟻
輪
(だ
ん
び
る
)
の
夢
を
見
て
､
酒
泉
を
探
し
当
て
て
長
者
と
な
る
｡
や
が
て
天
皇
の
后
と
な
っ
た
長
者
の
娘
は
'
父
母
の
死
後
､
そ
こ

に
大
日
堂
を
建
立
す
る
と
い
う
伝
説
｡
高
橋
富
雄
は
'
｢だ
ん
び
る
｣長
者
と
い
う
名
前
自
体
､
大
昆
塵
(大
日
霊
)す
な
わ
ち
大
昆
塵
舎
那
仏
た
る
大
日
に
由

来
す
る
と
説
-
[高
橋

一
九
八
二
]｡

引
用

･
参
考
文
献
(紙
幅
の
関
係
上
'
発
掘
調
査
報
告
書
は
載
せ
て
い
な
い
)

大

鰐

町

一
九
九

一
年
『大
鰐
町
史
』上
巻

工
藤
清
春

一
九
九
四
年
｢古
代
末

･
中
世
初
期
の
北
奥
｣
『歴
史
評
論
』
五
三
五
号

三
二
～
四
六
頁

二
〇
〇
〇
年
｢耳
と
音
-
耳
皿
と
錫
杖
の
考
察
-
｣
『村
越
潔
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
』
二
三
八

～
二
五
二
頁

小
舘
衷
三

一
九
七
二
年
｢堂
ケ
平
考
｣
『う
と
う
』
七
八
号

三
六
～
三
九
頁

一
九
七
三
年
『津
軽
藩
政
時
代
に
於
け
る
生
活
と
宗
教
』
津
軽
書
房

一
九
八
六
年
『青
森
県
の
民
間
信
仰
』北
方
新
社

斉
藤
利
男

佐
々
木
浩

一

関
根
達
人

高
橋
富
雄

一
九
八
六
年
｢境
界
都
市
平
泉
と
北
奥
世
界
｣
『東
北
古
代
史
の
研
究
』

四
六

一
～
四
九
四
真

二
〇
〇
三
年
｢高
伯
寺
跡
｣
『青
森
県
史
』
資
料
編
考
古
四

一
六
〇
二

六

一

二
〇
〇
三
年
｢弘
前
市
堂
ケ
平
経
塚
出
土
の
珠
洲
焼
経
容
器
と
そ
の
意
義
｣
『東
奥
文
化
』
七
五

六
七
～
七
四
頁

一
九
八
二
年
｢天
台
寺
文
化
の
周
辺
｣
『天
台
寺
研
究
A
11一

l
～
四
〇
頁
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